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担当者 片山強

技術概要：（300字以内）
　既設の側溝にアクアドレーン(スリット穴付き埋設型枠)を設置し、その上に排水性舗装を敷設することで既設側溝を暗渠化しま
す。暗渠化された側溝には側溝上面からの全面透水と、管理用蓋からの集水により雨水が流れ込みます。既設側溝を取り壊すことな
く有効活用でき、また簡単に道路改修を図ることができます。
　歩道部、車道部の既設側溝の暗渠化により、バリアフリー化を図りたい歩道、側溝蓋の騒音を解消したい車道、暗渠化したい車道
や歩道の側溝、車や人の快適な通行を図りたい現場などに最適です。

「どこに新規性があるのか」
　従来は、鉄製などの埋設型枠を利用して既設側溝の頂版を現場打ちコンクリートで打設し、舗装面まで嵩上げして暗渠化していま
したが、下記のような問題がありました。
①現場打ちコンクリートの養生を必要とするため、早期解放ができませんでした。また、暗渠化工事と、舗装改修工事が別工程にな
　っていました
②頂版コンクリートとアスファルト舗装の継ぎ目に軽微な段差が生じ、車椅子などが快適に走行することができませんでした
③鉄製型枠の場合、長期的には腐食の懸念がありました
　アクアドレーンは5mm幅の多数のスリット穴付きの埋設型枠とし、またコンクリートではなく排水性舗装により暗渠化することによ
り、これらの事項の改善を図りました。

「期待される効果」
①単純工事のため従来工事に比べ工期を大幅に短縮でき、またコンクリートの養生が必要ないため現場を早期解放することができま
　す(場合により即日復旧が可能です)。また、既設側溝の暗渠化工事と、舗装の改修工事を同日にすることができます。
②工期短縮により、交通渋滞の緩和、乗入れ制限の緩和、安全管理費などの削減が図れます。
③コンクリートとアスファルト舗装の継ぎ目がなくなり、側溝上も車道・歩道と同じアスファルト舗装となるので、体の不自由な方
　の車椅子などに対して、より一層のバリアフリー化が出来ます。また車や人も安全・快適な通行ができます。
④雨水は排水性(透水性)舗装からアクアドレーンのスリットを通じて直接側溝内に取り込むことができ、側溝上面が全面透水となる
　ため、高い排水能力をもっています
⑤施工方法が非常に単純化されており、熟練工を必要としません。また、従来に比べ簡単に排水性舗装に対応することができます
⑥アクアドレーンは、レジンコンクリート製、または高強度コンクリート製の為耐久性に優れ、腐食の心配がありません
　また、その他の製品特徴として、
⑦表面に授けられた集水溝により雨水が全面から縦横無尽に排水穴に集められるため、高い排水能力があります
⑧スリット穴の幅は5mmのため、一般的な排水性(透水性)舗装用のアスファルト混合物が側溝内に落ちることはありません
⑨スリット穴は上面より下面を広く設計してあるため、アクアドレーン自体は目詰まりしにくいです

「適用条件」
①現場条件
 一車線規制が必要
②技術提供可能地域
 全国

「適用範囲」
①適用可能な範囲
　既設の側溝幅が300・400・500mmで、縦断・乗入れ横断の歩道・車道、及び車道中央線がなく交通量の少ない一時停止三叉路など
　※上記以外の側溝幅については別途ご相談ください
②特に効果の高い適用範囲
　歩道部、車道部の既設側溝の暗渠化により、バリアフリー化を図りたい歩道、側溝蓋の騒音を解消したい車道、暗渠化したい幅員
　の狭い車道や歩道の側溝、車や人の快適な通行を図りたい現場などに最適です。
③適用できない範囲
　一般車道横断部

「写真・図等」

国土交通省 その他の公共機関 民間等

13件 43件 3件

推奨技術 準推奨技術 活用促進技術 設計比較対象技術 少実績優良技術

有り なし
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